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昭
和

３５
年
に
本
県
知
事
に
就
任
し
た
神
田
坤
六

（
敬
称
略
）
は
、
翌
年
の
年
頭
の
挨
拶
で
青
少
年
の
健

全
育
成
の
た
め
の
対
策
を
推
進
す
る
決
意
を
表
し
ま

し
た
。「
昭
和
３６
年
群
馬
県
議
会
時
報
」（
Ａ
０
３
８
４

Ａ
０
Ｇ 

№
２
１
５
５
）
に
よ
れ
ば
、
昭
和
３６
年
２
月

に
高
等
学
校
生
徒
急
増
対
策
と
し
て
工
業
高
校
１
校

の
新
設
の
た
め
に
文
部
省
（
当
時
）
等
へ
の
陳
情
を
実

施
し
、
同
年
５
月
の
定
例
県
議
会
で
県
立
太
田
工
業
高

等
学
校
を
設
置
す
る
こ
と
を
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、

同
年
１０
月
に
は
、
郷
土
愛
、
友
情
、
青
少
年
の
心
身
の

育
成
強
化
の
た
め
、
昭
和
４２
年
に
開
催
す
る
第
２２
回

国
民
体
育
大
会
の
誘
致
を
決
議
し
ま
し
た
。 

 

国
体
の
誘
致
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昭
和
４０

年
１０
月
１２
日
に
、
昭
和
４４
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
の
誘
致
を
決
議
し
て
全
国
高
体
連
に
誘
致

申
請
書
を
提
出
し
、
翌
年
３
月
２５
日
に
本
県
開
催
が

決
定
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
の
成
功
を
目
指
し
、
昭
和

４１
年
５
月
に
第
１
回
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
報
告
書
か
ら
、
競
技
に
参
加

し
な
い
生
徒
も
学
校
行
事
で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、
記

録
や
報
道
等
の
運
営
に
も
意
欲
的
に
取
り
組
ん
だ
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。 

 

来
年
８
月
、
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
の
夏
季

大
会
が
北
関
東
で
開
催
さ
れ
、
本
県
で
は
総
合
開
会
式

と
５
競
技
が
行
わ
れ
ま
す
。
大
会
で
の
高
校
生
の
活
躍

を
後
代
に
伝
え
る
た
め
、
当
館
も
競
技
記
録
等
の
適
切

な
保
存
に
努
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

右 第１回 群馬県高等学校総合体育大会（B930613） 

左 第１回 群馬県高等学校総合体育大会報告書（B930618） 
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平
成
30
年
（
２
０
１
８
年
）
は
、
明
治
元
年

（
１
８
６
８
年
）
か
ら
起
算
し
て
満
１
５
０
年

の
年
に
当
た
り
ま
す
。
今
回
の
テ
ー
マ
展
示
は
、

こ
の
記
念
す
べ
き
節
目
に
合
わ
せ
た
内
容
で

開
催
し
ま
し
た
。
開
催
期
間
は
、
平
成
30
年
11

月
17
日
（
土
）
～
平
成
31
年
２
月
24
日
（
日
）

で
あ
り
、
期
間
中
に
９
０
０
人
を
超
え
る
方
々

が
観
覧
さ
れ
ま
し
た
。 

 

長
く
続
い
た
江
戸
時
代
か
ら
近
代
化
へ
の

歩
み
は
、
明
治
政
府
の
様
々
な
法
律
や
行
政
命

令
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
展
示
で

は
、
こ
れ
ら
の
法
律
や
行
政
命
令
に
対
す
る
群

馬
県
の
伺
い
と
指
令
を
ま
と
め
た
『
御
指
令
本

書
』
を
中
心
に
置
き
、
中
央
集
権
に
よ
っ
て
進

め
ら
れ
た
本
県
の
近
代
化
政
策
に
関
す
る
史

料
を
、
明
治
初
年
～
20
年
代
に
し
ぼ
り
広
く
紹

介
し
ま
し
た
。 

 

政
府
の
指
令
・
回
答
で
あ
る
『
御
指
令
本
書
』

に
は
、
当
時
の
各
省
の
長
官
で
あ
る
大
久
保
利

通
や
木
戸
孝
允
、
伊
藤
博
文
ら
の
記
名
押
印
な

ど
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
史
料
は
明
治
８
年
に
県

に
よ
る
と
り
ま
と
め
が
始
ま
り
、
明
治
２
年
～

25
年
の
文
書
が
当
館
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。 

実
際
の
展
示
は
、
政
府
の
出
し
た
法
律
・
行

政
命
令
や
御
指
令
本
書
に
関
連
す
る
、
「
群
馬

県
成
立
」
や
「
地
租
改
正
」
、「
社
寺
調
査
」
、「
学

校
設
立
」
、「
郷
土
史
作
成
」
、「
明
治
期
の
合
併
」

に
コ
ー
ナ
ー
を
分
け
て
、
群
馬
県
の
歩
み
を
紹

介
し
ま
し
た
。 

展
示
は
す
で
に
終
了
と
な
り
ま
し
た
が
、
来

館
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
史
料
を
２

階
「
閲
覧
室
」
で
ご
覧
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま

す
（
撮
影
・
コ
ピ
ー
も
可
能
で
す
）
。
ま
た
、
展

示
で
ご
紹
介
で
き
た
の
は
、「
ほ
ん
の
一
部
」
の

史
料
だ
け
で
し
た
が
、
関
連
す
る
た
く
さ
ん
の

史
料
が
当
館
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お

立
ち
寄
り
い
た
だ
き
、
当
県
の
近
代
化
へ
の
歩

み
を
ご
自
身
の
目
で
ご
確
認
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
豊
か
な
情
報
の
宝
庫

で
あ
る
公
文
書
や
古
文
書
な
ど
の
記
録
史
料

を
保
存
し
、
後
世
に
伝
え
て
い
く
意
義
に
つ
い

て
も
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え

て
お
り
ま
す
。 

 

 

平
成
30
年
10
月
27
日
（
土
）
に
今
年
度
の

開
館
記
念
日
行
事
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
行

事
は
ぐ
ん
ま
県
民
の
日
記
念
事
業
も
兼
ね
て

お
り
、
今
回
は
古
文
書
の
分
野
で
、
２
つ
の
イ

ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。 

●
落
合
延
孝
氏
（
群
馬
大
学
名
誉
教
授
）
に
よ

る
講
演
会
「
上
州
の
明
治
維
新
―
民
衆
知
の
視

点
か
ら
―
」
（
ぐ
ん
ま
史
料
講
座
１
） 

 

森
村
新
蔵
（
現
伊
勢
崎
市
）
、
田
中
両
之
助

（
現
東
吾
妻
町
）
、
関
市
三
郎
（
同
上
）
と
い
う
、

上
州
に
生

き
た
３
人

の
農
民
が

書
き
残
し

た

記

録

（
史
料
）

を

用

い

て
、
当
時

の
庶
民
の

知
的
な
活

動
や
社
会

思
想
の
形

成
等
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
定
員
を
上
回
る
お
申
し
込
み

を
頂
き
、
当
日
は
85
名
の
方
が
受
講
さ
れ
ま
し

た
。
い
た
だ
い
た
感
想
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

「
１
５
０
年
以
上
前
の
文
書
を
読
む
こ
と
が

で
き
る
と
は
と
て
も
す
ば
ら
し
い
」 

「
地
域
の
歴
史
を
追
求
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
再
確
認
し
た
」 

「
講
演
会
の
回
数
を
増
や
し
て
ほ
し
い
」 

●
テ
ー
マ
展
示
１
「
上
州
の
幕
末
・
明
治
維
新

-

１
５
０
年
前
の
ふ
る
さ
と-

」
の
展
示
解
説
会 

 

当
時
の
県
内
で
起
こ
っ
た
重
要
な
歴
史
的

事
件
等
に
ま
つ
わ
る
古
文
書
・
絵
図
に
つ
い
て
、

古
文
書
係
長
が
各
回
30
分
ほ
ど
、
時
代
背
景
を

ま
じ
え
て
解
説
し
ま
し
た
。
講
演
会
の
内
容
と

も
関
連
す
る
展
示
で
あ
り
、
延
べ
38
名
の
方
が

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

 

当
館
で
は
今
後
も
、
本
県
に
関
係
す
る
貴
重

な
史
料
を
わ
か
り
や
す
く
ご
紹
介
す
る
企
画

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う

な
行
事
を
入
り
口
と
し
て
、
実
際
に
当
館
２
階

の
閲
覧
室

で
文
書
を

手
に
取
っ

て
、
利
用

す
る
県
民

の
方
が
増

え
る
こ
と

を
願
っ
て

お

り

ま

す
。 

 

郷
土
群
馬
に
関
連
す
る
様
々
な
当
館
収
蔵

史
料
か
ら
、
特
徴
的
な
史
料
や
興
味
深
い
史
料

を
選
ん
で
活
用
・
紹
介
す
る
「
ぐ
ん
ま
史
料
講

座
」
。
毎
年
大
人
気
の
当
講
座
で
す
が
、
今
年
度

は
第
２
回
目
を
12
月
15
日
（
土
）
に
開
催
し
、

60
名
を
超
え
る
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

 

「
御
指
令
本
書
か
ら
み
た
近
代
群
馬
の
あ
け

ぼ
の
」
を
テ
ー
マ
に
、
丑
木
幸
男
氏
（
国
文
学

研
究
資
料
館
名
誉
教
授
）
を
講
師
に
迎
え
た
今

回
の
講
座
。
同
時
期
に
館
内
で
開
催
し
て
い
た

テ
ー
マ
展
示
『
明
治
１
５
０
年
近
代
群
馬
の
あ

け
ぼ
の
』
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
企
画
と
し
て
、
相

互
に
関
連
す
る
内
容
で
開
催
し
ま
し
た
。
当
日

平
成
30
年
度
テ
ー
マ
展
示
２ 

「
明
治
１
５
０
年
近
代
群
馬
の 

あ
け
ぼ
の
」
の
開
催
報
告 

開
館
記
念
日
行
事 

（
第
１
回
ぐ
ん
ま
史
料
講
座
・ 

展
示
解
説
会
）
の
開
催
報
告 

第
２
回
ぐ
ん
ま
史
料
講
座
の
開
催
報
告 
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は
、
講
座
終
了
後
に
、
関
連
資
料
（
原
本
）
の

特
別
展
示
や
、
展
示
室
に
て
展
示
解
説
会
も
開

催
し
ま
し
た
。 

 

両
企
画
の
中
心
と
な
る
『
御
指
令
本
書
』
は
、

明
治
に
な
り
様
々
な
政
策
を
進
め
る
上
で
必

要
と
な
っ
た
群
馬
県
の
伺
い
に
対
し
、
中
央
政

府
が
下
し
た
指
令
書
を
編
冊
し
た
も
の
で
す
。 

 

こ
の
当
館
収
蔵
の
『
御
指
令
本
書
』
か
ら
、
本

県
の
町
村
議
会
成
立
な
ど
の
地
方
自
治
を
中

心
に
、
講
師
で
あ
る
丑
木
氏
か
ら
お
話
を
う
か

が
い
、
県
民
の
政
治
へ
の
参
与
か
ら
見
た
群
馬

県
の
近
代
化
に
つ
い
て
読
み
解
い
て
い
き
ま

し
た
。 

 

参
加
者
か
ら
は
、
「
明
治
は
じ
め
の
自
治
制

度
の
こ
と
を
初
め
て
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で

き
、
良
か
っ
た
。
」
、「
市
町
村
の
成
立
や
指
令
書

の
内
容
が
良
く
わ
か
っ
た
。
」
、
「
身
近
な
歴
史

を
公
文
書
を
通
じ
て
聞
く
こ
と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
。
」
な
ど
の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
こ

と
か
ら
、
丑
木
氏
の
講
座
が
わ
か
り
や
す
く
興

味
深
い
内
容
で
あ
っ
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
り

ま
す
。
中
に
は
「
資
料
に
つ
い
て
、
関
心
が
深

く
な
っ
た
。
」
と
の
ご
意
見
も
い
た
だ
く
な
ど
、

単
に
「
歴
史
」
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
記

録
を
残
す
意
義
に
つ
い
て
も
思
い
が
広
が
る

素
晴
ら
し
い
講
演
で
し
た
。 

 

 

 

平
成
30
年
10
月
25
日
（
木
）
、
天
川
小
学
校

の
第
３
学
年
児
童
25
名
が
、
「
総
合
的
な
学
習

の
時
間
」
に
お
け
る
地
域
の
調
べ
学
習
と
し
て

来
館
し
ま
し
た
。
こ
の
学
習
は
、
地
域
の
歴
史

に
目
を
向
け
て
母
校
や
地
域
の
よ
さ
を
見
つ

け
、
伝
統
を
守
り
将
来
に
伝
え
て
い
こ
う
と
す

る
気
持
ち
を
育
て
る
ね
ら
い
で
行
い
ま
し
た
。 

 

当
日
児
童
た
ち
は
、
ま
ず
本
館
職
員
か
ら

「
文
書
館
」
の
読
み
方
を
学
び
、
業
務
内
容
や

所
蔵
資
料
に
つ
い
て
の
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。

そ
の
後
２
班
に
分
か
れ
て
館
内
見
学
を
行
い

ま
し
た
。
国
重
文
「
群
馬
県
行
政
文
書
」
が
収

蔵
さ
れ
て
い
る
書
庫
に
入
っ
て
、
電
動
書
架
の

仕
組
み
と
温
湿
度
の
管
理
方
法
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。
閲
覧
室
で
は
、
所
蔵
古
文
書
の
実

物
に
触
れ
た
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
収

蔵
資
料
の
検
索
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
整
理
室
で
は
、
ほ
こ
り
落
と
し

や
ラ
ベ
ル
貼
り
な
ど
文
書
の
保
存
に
関
わ
る

作
業
に
つ
い
て
、
ま
た
地
下
の
機
械
室
で
は
空

調
管
理
に
つ
い
て
、
見
聞
き
し
ま
し
た
。 

 

文
書
を
「
収
集
」
し
、
集
め
た
文
書
に
番
号

を
つ
け
て
「
整
理
」
し
、
温
湿
度
や
虫
の
発
生

に
気
を
つ
け
て
「
保
存
」
し
、
地
域
の
歴
史
を

調
べ
る
た
め
に
「
利
用
」
す
る
、
本
館
の
日
常

業
務
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き

た
貴
重
な
取
り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。 

 

 

 

 

前
号
で
も
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
全
史
料
協

と
は
、
「
全
国
歴
史
資
料
保
存
利
用
機
関
連
絡

協
議
会
」
の
略
称
で
す
。
こ
の
協
議
会
は
、
文

書
記
録
を
中
心
と
す
る
記
録
史
料
を
保
存
し
、

利
用
に
供
し
て
い
る
機
関
会
員
と
、
こ
の
会
の

目
的
に
賛
同
し
て
入
会
し
た
個
人
会
員
で
構

成
す
る
全
国
団
体
で
す
。 

全
史
料
協
で
は
、
会
員
相
互
の
連
絡
と
提
携

を
図
り
、
研
究
協
議
を
通
じ
て
、
歴
史
資
料
の

保
存
利
用
活
動
の
振
興
に
寄
与
す
る
た
め
に
、

研
究
会
や
講
演
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
平
成

30
年
11
月
８
、
９
日
に
沖
縄
県
那
覇
市
で
全

国
大
会
が
開
催
さ
れ
、
機
関
会
員
と
し
て
当
館

職
員
も
こ
の
研
究
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。 

今
回
の
大
会
は
、
「
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
再
考
―

そ
の
価
値
と
活
用
―
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
文

書
館
の
よ
う
な
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
蓄
積
し
た

知
的
資
源
の
価
値
を
吟
味
し
、
発
信
し
、
活
用

の
可
能
性
を
広
げ
る
と
い
う
視
点
か
ら
、
「
ア

ー
カ
イ
ブ
ズ
」
を
「
再
考
」
し
ま
し
た
。 

大
会
は
２
日
間
に
わ
た
り
、
視
察
研
修
（
沖

縄
県
立
公
文
書
館
・
南
風
原
文
化
セ
ン
タ
ー
）

か
ら
始
ま
り
、
４
つ
の
研
修
会
、
委
員
会
報
告
、

大
会
テ
ー
マ
研
究
会
、
総
合
討
論
会
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。 

 

研
修
会
で
は
、
人
権
や
公
害
、
デ
ジ
タ
ル
化

に
関
す
る
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
と
り
上
げ
、
社
会

と
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
つ
な
が
り
を
改
め
て
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
内
容
で
し
た
。
中
で
も
、

米
軍
政
下
の
沖
縄
で
作
成
・
蓄
積
さ
れ
た
「
琉

球
政
府
文
書
」
の
保
存
・
活
用
事
例
は
大
変
興

味
深
い
も
の
で
、
こ
れ
ら
の
史
料
が
現
在
（
ま

た
は
未
来
）
の
社
会
に
お
い
て
有
す
る
価
値
は

非
常
に
高
い
も
の
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
ぜ

ひ
研
修
で
得
た
知
見
を
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
で
あ

る
当
館
の
業
務
の
「
再
考
」
に
役
立
て
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

 

学
校
連
携
業
務
報
告 

前
橋
市
立
天
川
小
学
校
と
の
授
業
連
携 

全
史
料
協
全
国
大
会
（
沖
縄
県
）
参
加 
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◆
前
橋
市
・
一
倉
喜
好
氏
収
集
文
書 

 

明
治
時
代
の
桂
萱
（
か
い
が
や
）
村
役
場
文
書

や
、
郷
土
史
家
で
当
館
職
員
で
も
あ
っ
た
一
倉

氏
の
収
集
資
料
な
ど
。 

１
１
９
点
（
寄
贈
） 

◆
伊
勢
崎
市
・
金
子
光
子
家
文
書 

 

宮
子
（
み
や
こ
）
村
の
村
高
帳
、
那
波
（
な
わ
）

郡
の
石
高
帳
、「
口
々
相
承
龍
宮
本
記
」
、
佐
位

（
さ
い
）
・
那
波
両
郡
地
図
な
ど
。 

５
点
（
追
加
寄
贈
） 

◆
安
中
市
・
赤
石
幸
夫
氏
収
集
文
書 

 

明
治
時
代
の
碓
氷
郡
中
野
谷
村
の
「
収
穫
地

価
取
調
帳
」
第
壱
号
、
二
、
三
、
四
、
六
号
（
明

治
１０
年
３
月
）
。
第
五
号
は
欠
本
。 

５
点
（
寄
託
） 

◆
群
馬
県
・
馬
場
信
房
氏
収
集
文
書 

 

群
馬
郡
八
幡
村
水
帳
（
元
禄
二
年
）
の
写
し

や
、
御
成
敗
式
目
の
版
本
な
ど
。 

２
４
点
（
寄
贈
） 

    

●
藤
岡
市
保
美
・
高
橋
辰
巳
家
文
書 

 

当
主
は
天
保
５
年
に
は
保
美
村
三
給
の
う

ち
旗
本
加
藤
駒
五
郎
知
行
所
分
の
名
主
で
あ

っ
た
。
第
２
次
公
開
で
あ
る
が
、
今
回
の
文
書

の
方
が
文
政
５
年
の
水
帳
（
検
地
帳
）
や
数
冊

の
宗
門
人
別
帳
な
ど
を
含
み
、
村
方
（
名
主
・

戸
長
関
係
）
文
書
と
し
て
基
本
的
な
文
書
が
多

い
。
高
橋
家
の
私
的
文
書
も
若
干
含
ま
れ
て
い

る
。 

 
 

 
 

２
０
７
点
（
Ｐ
８
１
０
９
） 

●
中
之
条
町
岩
本
・
神
保
忠
史
家
文
書 

 

近
世
か
ら
近
現
代
に
至
る
吾
妻
郡
原
岩
本

村
の
村
政
お
よ
び
神
保
家
の
家
政
資
料
が
中

心
。
貞
享
３
年
の
検
地
帳
、
宝
暦
４
年
の
村
明

細
帳
な
ど
。
家
政
資
料
に
は
天
保
年
間
か
ら
明

治
３０
年
代
に
わ
た
る
材
木
の
伐
出
し
や
川
下

げ
、
江
戸
深
川
の
材
木
商
と
の
関
係
を
示
す
資

料
が
多
い
。
ほ
か
に
地
方
書
の
『
地
方
秘
傳
集
』

『
田
園
類
説
』
や
書
簡
、
地
券
な
ど
。 

６
４
１
８
点
（
Ｐ
０
１
２
０
９
） 

●
神
奈
川
県
・
久
米
幹
男
氏
収
集
文
書 

 

１
点
を
除
き
、
全
て
絵
は
が
き
。
群
馬
県
内

の
観
光
地
・
温
泉
・
寺
社
な
ど
の
白
黒
写
真
が

中
心
。
時
代

は
昭
和

２０

年
ま
で
か
。

八
ッ
場
ダ

ム
に
沈
む

地
域
や
、
活

発
な
火
山

活
動
が
う

か
が
え
る

草
津
白
根

山
、
浅
間
山

の
写
真
も

あ
る
。  

 
 
 
 
 

３
１
２
点
（
Ｐ
０
１
５
０
４
） 

 

  

管
理
受
任
等 

平
成
29
年
度
に
管
理
委
任
、

引
継
に
よ
り
県
の
各
機
関
か
ら
受
け
入
れ
た

文
書
は
、
９
８
７
冊
で
し
た
。 

（
詳
細
は
表
１
の
と
お
り
） 

          

収
集 

平
成
29
年
度
の
文
書
整
理
に
お
い
て

県
庁
各
所
属
が
廃
棄
し
た
文
書
資
料
の
中
か

ら
、
文
書
館
が
歴
史
資
料
と
し
て
収
集
し
た

も
の
は
２
２
３
５
冊
で
し
た
。 

（
詳
細
は
表
２
の
と
お
り
。
な
お
、
管
理
委
任

解
除
と
は
、
保
存
期
間
が
満
了
し
、
管
理
委
任

を
解
除
さ
れ
た
文
書
か
ら
収
集
し
た
も
の
） 

表
２ 

    

平
成
29
年
度
収
集
文
書
の
部
局
別
冊
数 

（
参
考
）
平
成
28
年
度
の
状
況 

 

・
管
理
受
任
等 

 
 

 

９
６
１
冊 

 

・
収
集 

 
 
 
 
 
 
 

 

２
０
７
３
冊 

新
た
に
収
集
し
た 

公 

文 

書 

新
た
に
収
集
し
た 

古 
文 

書 

新
た
に
公
開
し
た 

古 

文 

書 

 

「上毛奥利根上牧名勝」（文書番号 11） 

課　・　室　名 簿冊数 課　・　室　名 簿冊数 課　・　室　名 簿冊数

学事法制課 92 介護高齢課 38 産業政策課 22

税務課 12 保健予防課 19 商政課 3

消防保安課 47 障害政策課 32 労働政策課 30

総務事務センター 25 食品・生活衛生課 6 道路管理課 44

企画課 2 廃棄物・リサイクル課 3 都市計画課 60

地域政策課 8 林政課 3 河川課 417

健康福祉課 15 農政課 10 選挙管理委員会事務局 4

医務課 29 ぐんまブランド推進課 16 （教）文化財保護課 50

合　計 987

表１ 平成29年度管理受任文書の課室別冊数

部　　　　名 簿冊数 部　　　　名 簿冊数

総務部 87 県土整備部 472

企画部 65 会計局 1

生活文化スポーツ部 34 議会事務局 26

こども未来部 29 人事委員会事務局 1

健康福祉部 122 選挙管理委員会事務局 29

環境森林部 100 労働委員会事務局 4

農政部 379 教育委員会事務局 156

   産業経済部 140 （管理委任解除） 590

合　計 2,235
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県
や
市
町
村
が
仕
事
を
進
め
る
上
で
受
け

取
っ
た
り
作
成
し
た
り
す
る
書
類
（
公
文
書
）

は
、
仕
事
で
必
要
と
な
る
期
間
を
想
定
し
た
、

「
保
存
期
間
」
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

保
存
期
間
が
過
ぎ
た
公
文
書
は
、
業
務
上
必

要
と
な
れ
ば
保
存
期
間
を
「
延
長
」
し
ま
す
が
、

不
要
と
な
れ
ば
「
廃
棄
」
さ
れ
ま
す
。 

当
館
で
は
「
廃
棄
さ
れ
る
群
馬
県
の
公
文
書

か
ら
、
将
来
使
わ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
も
の
を

選
び
出
し
、
保
存
す
る
」
と
い
う
仕
事
を
進
め

て
い
ま
す
。
保
存
さ
れ
た
公
文
書
に
よ
っ
て
、

県
の
仕
事
を
見
直
し
た
り
、
参
考
に
し
た
り
と
、

作
成
目
的
と
は
違
う
視
点
で
の
利
用
が
可
能

と
な
る
の
で
す
。 

 

こ
の
廃
棄
か
ら
選
び
出
さ
れ
た
公
文
書
は
、

保
存
や
利
用
の
た
め
の
処
置
が
な
さ
れ
た
も

の
か
ら
、
順
次
み
な
さ
ん
に
公
開
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
平
成
29
年
度
に
公
開
と
な
っ
た
公
文

書
か
ら
、
特
徴
的
な
文
書
１
点
を
ご
紹
介
し
ま

す
。 

「
明
治
百
年
記
念
映
画
綴
」
Ａ
０
１
８
１
Ｂ
０

０ 

№
87
（
昭
和
43
年
） 

昭
和
43
年
（
１
９
６
８
年
）
は
明
治
１
０
０
年

で
あ
り
、
当
県
の
明
治
百
年
記
念
事
業
の
一
環

と
し
て
映
画
『
ぐ
ん
ま
百
年
』
が
制
作
さ
れ
ま

し
た
。
制
作
目
的
に
は
、「
明
治
以
後
、
著
し
い

変
革
と
伸
展
を
遂
げ
た
本
県
の
あ
し
ど
り
を

え
が
く
と
と
も
に
、
輝
か
し
い
業
績
を
残
し
た

郷
土
の
先
人
の
記
録
を
こ
こ
に
残
し
、
あ
す
の

県
民
に
対
し
て
道
標
の
ひ
と
つ
に
す
る
。
」
と

あ
り
ま
す
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
シ
ナ
リ
オ
な
ど

の
史
料
も
添
付
さ
れ
て
い
て
、
特
筆
さ
れ
る
群

馬
県
の
素
材
で
構
成
さ
れ
て
い
る
映
画
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
史
料
で
す
。
ぜ
ひ
当
館
に
お

立
ち
寄
り
い
た
だ
き
、
手
に
取
っ
て
詳
し
く
見

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
し
、
映

画
の
フ
ィ
ル
ム
そ
の
も
の
は
当
館
で
は
、
保
存

し
て
い
ま
せ
ん
。 

 

 
平
成
31
年
１
月
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
従
来
よ
り
さ
ら
に
見
や
す
く

使
い
や
す
く
な
り
ま
し
た
。 

 
 

古
文
書
の
検
索
で
は
、
群
馬
県
の
地
図
上
か

ら
の
ほ
か
、
現
在
の
市
町
村
名
や
、
平
成
の
大

合
併
前
の
旧
市
町
村
名
か
ら
も
探
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

ま
た
検
索
機
能
の
ほ
か
、
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
古
文
書
講
座
」
な
ど
従
来
の
コ
ン
テ
ン
ツ
は

そ
の
ま
ま
に
、
２
月
か
ら
開
始
し
た
「
群
馬
県

立
文
書
館
所
蔵
国
指
定
重
要
文
化
財
絵
図
シ

リ
ー
ズ
」(

左
図
）
な
ど
今
後
も
内
容
を
充
実
さ

せ
て
い
く
予
定
で
す
。 

     

 

平
成
２７
年
度
か
ら
４
か
年
計
画
で
実
施

し
た
、
国
文
学
研
究
資
料
館
（
東
京
都
立
川

市
）
所
蔵
「
群
馬
県
庁
文
書
」
の
全
点
の
マ

イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
及
び
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

撮
影
に
よ
る
収
集
を
今
年
度
、
無
事
に
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
文
書
は
、
も
と

も
と
群
馬
県
庁
で
作
成
・
保
存
さ
れ
て
い
た

も
の
が
、
何
ら
か
の
理
由
で
古
書
店
に
出
て
、

昭
和
３３
年
度
と
３６
年
度
に
文
部
省
史
料
館

（
当
時
）
が
入
手
し
た
文
書
で
す
。 

 
 

今
年
度
は
厚
さ
が
２０
セ
ン
チ
を
超
え
る

よ
う
な
文
書
や
一
辺
が
４
メ
ー
ト
ル
を
超

え
る
よ
う
な
絵
図
を
専
門
業
者
が
撮
影
し
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
に
保
存
し
た

合
計
２
万
枚
を
超
え
る
電
子
画
像
を
紙
焼

き
し
た
も
の
を
製
本
化
す
る
作
業
を
行
い

ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
製
本
前
に
文
字
の

写
り
具
合
や
文
書
や
絵
図
に
添
付
さ
れ
た

付
せ
ん
の
状
態
を
点
検
し
ま
し
た
。
今
年
度

収
集
し
た
文
書
は
、
河
川
の
使
用
に
関
わ
る

文
書
が
多
く
、
多
く
の
文
書
に
川
の
流
れ
を

描
き
、
流
域
の
村
名
を
記
し
た
簡
潔
な
図
面

が
添
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
製
本
後
は

ラ
ベ
ル
を
貼
っ
て
目
録
を
作
成
し
、
書
庫
に

排
架
し
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
収
集
し
た
大

型
の
絵
図
は
村
名
不
詳
の
も
の
も
あ
り
ま

す
が
、
土
地
の
利
用
状
態
が
様
々
な
色
で
表

現
さ
れ
て
お
り
、
細
部
を
よ
く
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
絵
図
は
全
体
図

と
と
も
に
分
割
図
も
作
成
し
ま
し
た
の
で
、

今
後
、
閲
覧
室
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
・

ビ
ュ
ー
ア
ー
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
準
備

を
し
て
い
き
ま
す
。 

 

さ
て
、
現
在
、
す
で
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
公
開
し
て
い
る
、
「
群
馬
県
行
政
文
書
簿

冊
目
録 

第
５
集
」
所
収
の
明
治
期
行
政
文

書
の
件
名
目
録
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
目
録

の
デ
ー
タ
化
に
あ
た
り
、
文
書
の
内
容
を
簡

潔
に
表
現
す
る
こ
と
で
、
検
索
性
を
上
げ
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
四

十
年
代
の
行
政
文
書
の
装
備
を
行
っ
て
い

ま
す
。
当
時
の
文
書
は
、
わ
ら
半
紙
や
セ
ロ

ハ
ン
テ
ー
プ
を
使
用
し
て
い
る
も
の
が
多

く
、
ひ
ど
く
変
色
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま

す
。 こ

の
よ
う
に
整
理
室
で
は
様
々
な
材
質

の
紙
を
常
時
取
り
扱
っ
て
い
る
た
め
、
適
切

な
温
湿
度
の
維
持
と
と
も
に
、
紙
の
汚
損
の

原
因
と
な
る
虫
の
調
査
と
駆
除
は
欠
か
す

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
現
在
、
館
内
各
所
に

粘
着
ト
ラ
ッ
プ
を
５
６
基
置
き
、
虫
の
発
生

の
態
様
を
精
査
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は

月
１
回
、
全
て
の
ト
ラ
ッ
プ
内
を
目
視
し
、

虫
や
ホ
コ
リ
が
付
着
し
て
い
れ
ば
そ
の
様

子
を
デ
ジ
カ
メ
で
撮
影
し
、
新
し
い
ト
ラ
ッ

プ
に
交
換
し
て
い
ま
す
。 

 

今
後
も
、
調
査
研
究
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、

収
集
文
書
の
適
切
な
保
存
に
努
め
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。 

新
規
公
開
公
文
書
の
紹
介 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル 

整 

理 

室 

よ 

り 
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当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
平
成
31
年
１
月
に

新
し
く
な
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
講
座
「
第
５

弾
ジ
ャ
ン
プ
・
ア
ッ
プ
！
ぐ
ん
ま
の
近
代
文
書

選
」
を
開
始
し
ま
し
た
。
当
館
主
催
の
「
長
期

古
文
書
講
座
」
で
過
去
に
使
用
し
た
幕
末
維
新

期
～
明
治
・
大
正
・
昭
和
初
期
に
至
る
近
代
文

書
約
３
０
０
点
の
中
か
ら
、
明
治
期
を
中
心
に

約
60
点
余
を
精
選
し
、
近
代
群
馬
の
歩
み
を
読

み
解
く
特
徴
的
な
も
の
を
掲
載
し
て
い
き
ま

す
。
ご
自
宅
で
の
継
続
的
な
学
習
に
ご
活
用
く

だ
さ
い
。 

こ
の
講
座
で
使
用
し
た
文
書
は
、
閲
覧
室
に

て
所
定
の
手
続
き
を
経
た
後
、
手
に
取
っ
て
閲

覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
講
座
で
は
紹
介
し
き
れ
な
い
「
長
期
古

文
書
講
座
」
の
テ
キ
ス
ト
も
そ
ろ
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
一
度
、
閲
覧
室
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。 

 

 

今
回
は
、
平
成
30
年
度
に
閲
覧
公
開
し
た
昭

41
年
～
45
年
の
群
馬
県
行
政
文
書
と
古
文
書

14
件
・
１
万
点
余
の
中
か
ら
計
33
点
の
史
料

を
選
び
、
前
期
（
３
月
９
日
～
５
月
12
日
）
・
後
期

（
５
月
18
日
～
７
月
７
日
）
に
分
け
て
展
示
し
て
い

ま
す
。 

 

群
馬
県
行
政
文
書
は
、
①
ぐ
ん
ま
の
記
録
～

明
治
百
年
記
念
映
画
『
ぐ
ん
ま
百
年
』
（
昭
和

43
）
、
②
災
害
の
記
録(

１)
 

～
降
雹
（
ひ
ょ

う
）
に
よ
る
被
害
状
況
（
農
産
物
）
～
（
昭
和

43
）
、
③
災
害
の
記
録(

２)
 

～
台
風
に
よ
る

被
害
（
繭
検
定
所
）
～
（
昭
和
41
）
、
④
火
山

の
記
録 

～
浅
間
山
火
山
情
報
～
（
昭
和
41
）
、

⑤
線
路
の
記
録 

～
太
子
（
お
お
し
）
線
（
長
野

原
線 

長
野
原
～
太
子
間
）
の
廃
止
～
（
昭
和

45
）
の
５
点
で
す
。
②
の
県
農
政
部
で
作
成
さ

れ
た
史
料
に
は
、
昭
和
42
年
・
同
43
年
の
降
雹

に
よ
る
被
害
状
況
の
写
真
が
綴
ら
れ
て
い
ま

す
。
吾
妻
郡
・
旧
群
馬
郡
群
馬
町
・
渋
川
市
の

も
の
で
、
雹
粒
（
ひ
ょ
う
つ
ぶ
）
や
傷
つ
い
た

野
菜
の
様
子
が
克
明
に
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

古
文
書
は
、
①
若
林
茂
生
家
文
書
、
②
多
加

谷
敏
則
家
文
書
、
③
中
村
茂
氏
収
集
文
書
、
④

飯
塚
洋
子
家
文
書
、
⑤
上
松
徹
氏
収
集
文
書
、

⑥
久
米
幹
男
氏
収
集
文
書
を
展
示
し
て
い
ま

す
。
①
と
②
は
、
旧
前
橋
藩
士
子
孫
の
家
に
伝

存
し
た
文
書
で
す
。
知
行
宛
行
状
や
明
治
初
期

の
前
橋
藩
士
屋
敷
割
図
な
ど
が
注
目
で
す
。
③

は
高
崎
市
下
大
島
町
の
村
方
文
書
、
④
は
渋
川

市
上
白
井
の
村
方
文
書
で
す
。
⑤
は
江
戸
時
代

中
頃
の
前
橋
城
を
描
い
た
絵
図
等
、
⑥
は
昭
和

期
の
県
内
温
泉
地
や
名
所
の
絵
葉
書
で
す
。 

《
展
示
史
料
紹
介
・
若
林
茂
生
家
文
書
》 

 

左
の
文
書
は
、
享
保
15
年
（
１
７
３
０
）
、

若
林
三
太
夫
が
前
橋
藩
主
（
当
時
は
陸
奥
国

白
河
藩
主
）
松
平
明
矩
（
あ
き
の
り
）
か
ら

知
行
５
０
０
石
を
与
え
ら
れ
た
充
行
状
で

す
。
黒
印
は
「
義
知
（
よ
し
ち
か
）
」
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
明
矩
の
初
名
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
若
林
家
に
宛
て
ら
れ
た
充
行

（
宛
行
）
状
は
、
慶
長
期
や
美
濃
国
大
垣
藩

戸
田
氏
家
臣
の
時
代
を
含
め
数
通
が
残
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
ら
も
閲
覧
公
開
し
て
い
ま

す
。 

 

★
展
示 

●
新
規
公
開
文
書
展
２
０
１
９ 

３
月
９
日
（
土
）
～
７
月
７
日
（
日
） 

●
テ
ー
マ
展
示
１
「
ぐ
ん
ま
の
温
泉
」
（
予
定
） 

８
月
３
日
（
土
）
～
11
月
10
日
（
日
） 

★
講
座 

●
古
文
書
入
門
講
座
（
土
曜
日
：
全
５
回
） 

 

６
月
１
日
～
６
月
29
日 

 

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
、
定
員
60
人

（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
、
テ
キ
ス

ト
代
１
５
０
０
円 

※
申
込
期
間
は
４
月
23
日
（
火
）
～
５
月
13
日

（
月
）
必
着 

●
長
期
古
文
書
講
座
（
土
曜
日
：
全
11
回
） 

 

９
月
７
日
～
11
月
16
日
（
予
定
） 

 

平
成

31
年
度
は
、
大
規
模
な
空
調
設
備

の
工
事
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
行
事
予

定
が
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
一
定
の
期
間
、
休
館
と
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。 

 

※
詳
細
は
文
書
館
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い 

  

 

閲
覧
室
か
わ
ら
版 

～
そ
の
６
～ 

新
規
公
開
文
書
展
２
０
１
９ 

開
催
中
の
ご
案
内 

今
後
の
行
事
予
定 

発
行
／
群
馬
県
立
文
書
館 

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
a
r
c
h
i
v
e
s
.
p
r
e
f
.
g
u
n
m
a
.
j
p
 

題
字
／
岡
庭
征
人
書 

 

「松平明矩知行充行状」 

（享保１５年１１月、Ｐ０１２０７ №７３） 

 
 

インターネット講座 

「ぐんまの近代文書選」 


